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●問い合わせ　市国保年金課　　○22 2213

納付書が届いている方は、納期までに必ず納めてください。

　長寿医療制度は公費や後期高齢者支援金のほか、被保険者1人ひとりに納めていただいた
保険料で運営されています

○保険料の納付が困難な場合などはご相談ください。
　災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を納めるこ
とが困難な方については、保険料が減免となる場合がありますので、お早めにご相談くだ
さい。

健康診査の受診は、お早めに

障害認定

被保険者証
　被保険者証は1人に1枚交付され、75歳になる誕生日までに、お送りまたは窓口交付します。

　新たに障害者手帳等の交付を受けられる65歳以上75歳未満
の方が、長寿医療制度に加入する場合は、障害者手帳等交付申
請時に後期高齢者医療障害認定申請手続きを行ってください。
　なお、すでに障害認定を受けられている方については、障害
者手帳等の更新は必ず有効期限内に行ってください。

　現在、健康診査の対象となる方にお送りしています健康診査
受診券には、有効期限があります。受診券の有効期限をご確認
の上、必ず有効期限内に受診するようにしてください。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

保険料納付のお知らせ保険料納付のお知らせ保険料納付のお知らせ保険料納付のお知らせ保険料納付のお知らせ

※納期限は各月の末日になります。ただし、その末日が土曜日、日曜日および休日（祝日）の
場合は、次の平日が納期限となります。

平成20年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期

1 1 期 2 2 期 3 3 期 4 4 期 5 5 期 6 6 期 7 7 期 8 8 期

8 8 月 9 9 月 10月 11月 12月 1 1 月 2 2 月 3 3 月

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期

8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

❷2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ



●問い合わせ　市福祉総務課　　○25 6613

在宅の障害者に対する手当

特別児童扶養手当 障害児福祉手当 特別障害者手当

受給資格者

　一定の障害を持つ在宅の方に対し、下表のとおり手当を支給しています。手当の受給を希

望される方は、手続きに必要な書類等をご持参の上、福祉総務課（川島庁舎１階）にて申請を

してください。

心身に中・重度の障害を有す

る20歳未満の児童を養育し

ている父もしくは母、または父

母に代わって児童を養育して

いる方

○1級（重度障害）…児童1人

につき月額50,750円

○2級（中度障害）…児童1人

につき月額33,800円

4月、8月、11月

○受給資格者、またはその配

偶者、および生計を維持す

る扶養義務者の前年の所得

が一定の限度額以上のとき

○当該児童が社会福祉施設等

に入所しているとき

○申請者および当該児童の住

所が日本国内にないとき

○当該児童が障害を支給事由

とする公的年金の給付を受

けているとき

◎所定の診断書…福祉総務課

（川島庁舎1階）または支所

地域課（鴨島・山川・美郷）に

備え付けています。

○世帯全員の住民票、戸籍謄本、

本、受給資格者（保護者）名

義の郵便貯金通帳、印鑑

※受給資格者が複数（父と母等）

いる場合は、生計中心者（原

則として所得の多い方）が

請求者となります。

支　給 額

20歳未満の児童で、心身に重

度の障害があるため日常生活

において常時介護を必要とす

る在宅の方（特別児童扶養手

当と併せて受給できます）

月額 14,380円

2月、5月、8月、11月

○受給資格者、またはその配

偶者、および生計を維持す

る扶養義務者の前年の所得

が一定の限度額以上のとき

○受給資格者が社会福祉施設

等に入所しているとき

○受給資格者が障害を支給事

由とする公的年金の給付を

受けているとき

◎所定の診断書…福祉総務課

（川島庁舎1階）または支所

地域課（鴨島・山川・美郷）に

備え付けています。

○戸籍謄本、預金通帳（障害者

本人名義で郵便局以外のも

の）、印鑑

20歳以上の方で、心身に著し

く重度の障害があるため日常

生活において常時特別の介護

を必要とする在宅の方

月額 26,440円

2月、5月、8月、11月

○受給資格者、またはその配

偶者、および生計を維持す

る扶養義務者の前年の所得

が一定の限度額以上のとき

○受給資格者が社会福祉施設

等に入所しているとき

○受給資格者が病院または診

療所に継続して3カ月以上

入院しているとき

◎所定の診断書…福祉総務課

（川島庁舎1階）または支所

地域課（鴨島・山川・美郷）に

備え付けています。

○戸籍謄本、預金通帳（障害者

本人名義で郵便局以外のも

の）、印鑑、公的年金関係の

証書

○前年（1月～6月に申請する

場合は前々年）の1年間に

受給した年金の総額がわか

るもの(振込通知書または年

金振込先の通帳等）

支　給 月

支給の対象外

となる場合

申請時に必要

なもの

❸ 2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

新
農
業
委
員
決
ま
る

　

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
と
、

議
会
等
か
ら
の
推
薦
の
結
果
、
37

人
の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
６
日
に
開
か
れ
た

総
会
で
は
、
会
長
や
会
長
職
務
代

理
者
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

　

新
役
員
、
新
農
業
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、敬
称
略
）

【
会
長
】

　
　

笠　

井　

賴　

行

【
会
長
職
務
代
理
者
】

　
　

杉　

野　

利　

行

【
公
選
】

▽
仁
木
島
忠
義（
鴨
島
町
西
麻
植
）

☎
㉔
４
０
６
２

▽
井
上
政
夫
（
鴨
島
町
中
島
）

☎
㉔
５
２
６
２

▽
佐
原
昭
二
（
鴨
島
町
上
浦
）

☎
㉔
０
８
３
１

▽
藤
井　

稔
（
鴨
島
町
牛
島
）

☎
㉔
５
４
６
０

▽
武
智
優
孝
（
鴨
島
町
上
下
島
）

☎
㉔
５
７
８
６

▽
榮
出
康
廣
（
鴨
島
町
山
路)

☎
㉔
０
９
４
７

▽
石
川　

上
（
鴨
島
町
知
恵
島
）

☎
㉔
５
０
４
１

▽
笠
井
賴
行
（
鴨
島
町
知
恵
島
）

☎
㉔
４
１
９
０

▽
桒
田　

諭
（
鴨
島
町
森
藤
）

☎
㉔
５
２
７
８

▽
福
見
隆
好
（
鴨
島
町
飯
尾
）

☎
㉔
６
０
４
４

▽
上
田
芳
一
（
鴨
島
町
牛
島
）

☎
㉒
１
７
６
３

▽
森
本
勝
美
（
鴨
島
町
喜
来
）

☎
㉔
８
１
４
７

▽
住
友
正
男
（
鴨
島
町
敷
地
）

☎
㉔
５
０
９
０

▽
阿
部
三
郎
（
川
島
町
山
田
）

☎
㉕
２
９
７
８

▽
明
石
貞
之
（
川
島
町
児
島
）

☎
㉕
２
７
２
５

▽
鎌
田
博
文
（
川
島
町
桒
村
）

☎
㉕
２
１
８
２

▽
後
藤
田
達
夫
（
川
島
町
桒
村
）

☎
㉕
６
３
７
８

▽
笹
本
美
智
子
（
川
島
町
学
）

☎
㉕
２
９
６
７

▽
新
開
米
男
（
美
郷
字
高
野
尾
）

☎
43
２
５
３
８

▽
鎌
倉
忠
男
（
美
郷
字
柿
谷
）

☎
43
２
７
６
７

▽
尾
﨑
暢
武
（
美
郷
字
中
谷
）

☎
43
２
８
６
２

▽
山
口
卓
夫
（
山
川
町
東
麦
原
）

☎
42
３
４
５
９

▽
真
椙
広
也
（
山
川
町
奥
川
田
）

☎
42
４
４
２
０

▽
原　

博
一
（
山
川
町
川
東
）

☎
42
３
６
３
２

▽
大
谷　

巖
（
山
川
町
前
川
）

☎
42
３
２
０
７

▽
石
﨑
博
土
（
山
川
町
西
久
保
）

☎
42
４
６
７
１

▽
藤
原
義
員
（
山
川
町
忌
部
）

☎
42
５
０
８
４

▽
森　

重
雄
（
山
川
町
川
田
）

☎
42
５
８
８
７

▽
横
田
一
正
（
山
川
町
町
）

☎
42
４
４
５
９

▽
杉
野
利
行
（
山
川
町
前
川
）

☎
42
４
７
９
４

【
選
任
】

●
議
会
推
薦

▽
野
上
功
子
（
鴨
島
町
上
浦
）

☎
㉔
４
６
１
９

▽
大
久
保
賢
一（
川
島
町
三
ツ
島
）

☎
㉕
２
９
７
１

▽
岸
上　

勝
（
山
川
町
川
田
）

☎
42
３
５
１
８

▽
上
岡　

宏
（
美
郷
字
峠
）

☎
43
２
５
０
０

●
麻
植
郡
農
協
推
薦

▽
大
久
保
正
雄（
鴨
島
町
西
麻
植
）

☎
㉔
１
７
３
９

●
農
業
共
済
推
薦

▽
猪
井
泰
孝
（
美
郷
字
湯
下
）

☎
43
２
７
３
０

●
土
地
改
良
区
推
薦

▽
工
藤
官
二
（
山
川
町
川
東
）

☎
42
３
７
７
６

新しい農業委員の皆さん

問い合わせ



多
段
階
免
除
が
承
認
さ
れ
た
方
へ

　

②
で
は
、
幼
稚
園
と
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
が
、『
野
に

咲
く
花
の
よ
う
に
』
を
コ
ー
ラ
ス

し
ま
し
た
。
こ
の
曲
の
詞
に
ふ
れ

な
が
ら
、
牛
島
地
区
人
推
協
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
ぐ
る
み
の
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
決
意

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

野
に
咲
く
花
の
よ
う
に

風
に
吹
か
れ
て

野
に
咲
く
花
の
よ
う
に

人
を
さ
わ
や
か
に
し
て

そ
ん
な
ふ
う
に
ぼ
く
た
ち
も

生
き
て
ゆ
け
た
ら
す
ば
ら
し
い　

時
に
は
つ
ら
い
人
生
も

雨
の
ち
く
も
り
で
ま
た
晴
れ
る

そ
ん
な
時
こ
そ
野
の
花
の

け
な
げ
な
心
を
知
る
の
で
す

　
　

      

〔
※
歌
詞
一
部
抜
粋
〕
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国
民
年
金
だ
よ
り

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の「
領
収
書
」・

「
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す

場
合
、そ
の
期
間
は
「
未
納
期
間
」

と
な
る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
受
け
取
る

に
は
、
一
定
の
要
件
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

や
市
民
税
な
ど
の
申
告
の
際
、
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
保
険

料
を
納
め
た
場
合
も
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
告
に
は
控
除

証
明
書
、
ま
た
は
領
収
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証
明
書

ま
た
は
領
収
書
は
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
は
、
平
成
21
年
２

月
上
旬
ま
で
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た

は
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
一
部
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除

（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
）

が
承
認
さ
れ
て
い
る
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た

「
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」

―
牛
島
地
区
人
権
教
育

　
　
　
　
　

推
進
協
議
会
―

　

牛
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
牛
島
地
区
の
人
権
教
育
啓

発
な
ら
び
に
推
進
を
め
ざ
し
、
25

自
治
会・公
民
館・天
寿
会・婦
人
会・

学
校
・
企
業
・
行
政
な
ど
と
連
携
し
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
早
期
解
消
に
向

け
、
各
種
人
権
教
育
研
究
大
会
へ

積
極
的
に
参
加
し
、
講
演
会
や
研

修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
牛
島
地
区
人
権
教

育
推
進
大
会
は
、
地
域
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
行
事
の
１
つ
で
、

毎
年
12
月
の
第
１
土
曜
日
に
牛
島

小
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

　

昨
年
度
の
大
会
で
は
、

①
地
区
人
推
協
の
活
動
報
告

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
報
告
と
合
唱

③
園
児
の
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

④
児
童
の
人
権
劇
と
学
習
発
表

⑤
金
管
バ
ン
ド
の
合
奏
と
合
唱
奏

を
行
い
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
参
加
者
の
意
識
の
高
揚
と
学

習
の
深
ま
り
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

例
年
、
こ
の
大
会
で
は
、
保
護

者
と
児
童
が
つ
い
た
『
手
づ
く
り

も
ち
』
に
、
全
園
児
・
全
児
童
の

手
紙
を
添
え
て
、
参
加
さ
れ
た
高

齢
者
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
お
り
、
園
児
・
児
童
に
は
、
高

齢
者
を
敬
う
気
持
ち
や
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
を
は
ぐ
く
む
機
会
に
な

る
と
と
も
に
、参
加
者
全
員
が『
心

の
ぬ
く
も
り
』
や
『
地
域
の
絆き

ず
な
』

を
実
感
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

児童による人権劇の発表

金管バンドの合奏と合唱奏

ＰＴＡによる合唱

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

月々の保険料
（平成20年度）

老齢基礎
年金額

1/4納付
（3/4免除） 3,600円 1/2が反映

半額納付
（半額免除） 7,210円 2/3が反映

3/4納付
（1/4免除） 10,810円 5/6が反映



❻2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
う
っ
か
り
は　

事
故
に
つ
な
が
る　

落
と
し
穴

阿
部　

妃
理
（
上
浦
小
学
校
四
年
）

　

９
月
27
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に

金
婚
（
婚
姻
後
50
年
）、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
（
婚
姻
後
60
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
妻
１
０
８
組
の
う

ち
83
組
の
ご
夫
妻
が
参
加
し
、
市

か
ら
記
念
品
と
祝
い
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
木
村
未

樹
夫
さ
ん
・
フ
サ
コ
さ
ん
ご
夫
妻

は
「
本
日
の
こ
の
感
激
は
終
生
忘

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
３
日
、
市
役
所
で
「
吉

野
川
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、「
ご
み
」
の
減

量
化
や
再
資
源
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）

な
ど
の
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
市
民
の
生
活
や
事

業
活
動
か
ら
出
る
「
ご
み
」
の
量

「
吉
野
川
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
」
を
開
催

れ
る
こ
と
な
く
『
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
』
と
の
自
覚
を
持
ち
、

今
後
な
お
心
身
共
に
健
康
で
明
る

く
楽
し
い
老
人
人
生
を
送
っ
て
行

き
た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
津
軽
三

味
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

川真田市長から一組一組に記念品と祝
い状が手渡されました

お礼の言葉を述べる木村未樹夫さ
ん・フサコさんご夫妻

を
減
ら
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
の
重
要
な

施
策
や
取
り
組
み
が
、
市
の
行
政

や
市
民
活
動
に
具
体
的
に
反
映
で

き
る
よ
う
市
長
に
建
議
し
ま
す
。

　

初
回
の
会
議
で
は
、
市
長
か
ら

各
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
あ

と
、
会
長
に
山
上
治
朗
さ
ん
、
副

会
長
に
多
田
昇
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
ご
み
減
量

へ
の
計
画
目
標
値
と
、
そ
の
達
成

の
た
め
の
緊
急
行
動
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
方
針
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
昨
年
10
月
に
「
吉
野

川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え
る
市
民

会
議
」
か
ら
出
さ
れ
た
「
提
言
」

に
沿
っ
た
実
効
性
の
あ
る
具
体
的

な
「
ご
み
」
の
処
理
方
法
や
対
策

な
ど
が
、
計
画
的
に
実
行
さ
れ
る

よ
う
審
議
し
ま
す
。

市長から各委員に委嘱状が手渡されました

委
員
名
簿
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

※「
市
民
会
議
」…
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え
る
市
民
会
議

会　

長

山　

上　

治　

朗
※「
市
民
会
議
」公
募
委
員

副
会
長

多　

田　
　
　

昇
川
島
町
自
治
会
連
合
会
会
長

委　

員

深　

見　

武　

彦
鴨
島
町
自
治
会
連
合
会
会
長

〃

重　

本　

剛　

宏
山
川
町
自
治
会
連
合
会
会
長

〃

和　

泉　

信　

昭
美
郷
自
治
会
連
合
会
会
長

〃

長　

尾　

公　

子
山
川
町
山
瀬
婦
人
会
会
長

〃

仁　

木　

葉　

子
川
島
町
川
島
婦
人
会
会
長

〃

三
木
田　

裕　

司
吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

〃

原　

田　

裕　

正
吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長

〃

原　

田　

健　

三
川
島
町
商
工
会
会
長

〃

山　

本　
　
　

進
吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

〃

岸　

田　

益　

雄
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド
理
事
長

〃

川
眞
田　

惠
美
子
鴨
島
町
消
費
者
協
会
会
長

〃

矢　

吹　

日
出
旗
※「
市
民
会
議
」公
募
委
員

〃

磯　

田　

正　

江
※「
市
民
会
議
」公
募
委
員

〃

細　

井　

英　

輔
吉
野
川
市
議
会
総
務
常
任
委
員
長

〃

福　

岡　
　
　

正
吉
野
川
市
議
会
環
境
対
策
特
別
委
員
長

〃

村　

田　

登
志
雄
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
業
務
課
長

〃

髙　

橋　

哲　

郎
吉
野
川
市
第
二
副
市
長

〃

松　

田　

公　

男
吉
野
川
市
市
民
部
長
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交
差
点　

心
の
中
で　

赤
信
号

上
田　

直
論
（
牛
島
小
学
校
五
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

と
き　

11
月
23
日
㈰
ま
で

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

〈
入　

場　

無　

料
〉

　

10
月
17
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
第
68
回
鴨
島
大
菊
人
形
、

第
76
回
四
国
菊
花
品
評
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、

毎
年
恒
例
で
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
菊
人
形
・
菊
花
品
評
会
が

開
幕
し
ま
し
た
。
11
月
23
日
ま
で
、

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
Ｊ
Ｒ
鴨

島
駅
前
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

か
ら
、
於お

一か
つ

（
篤
姫
）
と
肝き

も

付つ
き

尚

五
郎
（
小
松
帯た
て

刀わ
き

）
ほ
か
２
体
と
、

島
津
斉な
り

彬あ
き
らの
養
女
と
な
る
於
一
、

島
津
斉
彬
、
幾
島
な
ど
の
菊
人
形

５
体
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
昔
話
か
ら
「
ぶ
ん

ぶ
く
茶
釜
」
の
菊
人
形
２
体
と
、

弘
法
大
師
空
海
の
「
焼
山
寺
と
空

海
の
場
面
」
の
菊
人
形
２
体
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
各
小
中
学
校
の
作
品

菊
人
形
・
菊
花
展
を

開
催
中

や
、
た
く
さ
ん
の
菊
花
作
品
が
展

示
さ
れ
、
菊
の
花
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
人
形
で
美
し
く
華
や
か
に
彩

ら
れ
た
時
代
絵
巻
や
、
愛
好
家
の

皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
菊

の
花
を
、
菊
の
香
り
に
包
ま
れ
た

癒
し
の
空
間
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
会
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

か
ら
、
於
一
（
篤
姫
）
と
肝
付
尚

五
郎
（
小
松
帯
刀
）
ほ
か
２
体
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

菊
人
形
・
菊
花
展
実
行
委
員
会（
吉

野
川
商
工
会
議
所
内
）

☎
㉔
２
２
７
４

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

　

９
月
27
日
、
香
川
県
綾
川
町
の

「
イ
オ
ン
綾
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
阿
波
・
吉
野
川
市
観

光
対
策
協
議
会
と
美
馬
地
区
広
域

行
政
組
合
の
メ
ン
バ
ー
22
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
２

０
０
６
年
か
ら
毎
年
県
外
を
中
心

に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
う
な
か
、
梅
干
し

や
和
菓
子
の
試
供
品
と
観
光
Ｐ
Ｒ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
吉
野

川
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

すだちくんもいっしょに吉野川市をＰＲ！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

備
品
を
購
入

　

平
成
20
年
度
財

団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
事
業
で
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン

ト
な
ど
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
備
品

市
商
工
観
光
課  

☎
㉒
２
２
２
６

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
、
市
内

で
活
動
す

る
団
体
に

貸
し
出
し

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

▲アルミワンタッチテント12張、
　テントウェイト48個

▲ポ－タブルＰＡシステム

▼折りたたみテ－ブル25台

▶
折
り
た
た
み
チ
ェ
ア
65
脚

たくさんの人が▶
菊人形に見入っ
ていました

▲市長らによる
　テープカット

▲鴨島小唄を披露する市長



❽2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
い
っ
て
き
ま
す
」　

声
と
一
緒
に　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

槇
野　

一
聖
（
森
山
小
学
校
四
年
）

　

10
月
10
日
、
徳
島
県
立
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
で
、
徳
島
県
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
表
彰
団
体
の
部
で
、
日
ご

ろ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
吉
野
川

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
山
川
支

部
川
田
中
部
地
区
青
少
年
育
成
会

が
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

川
田
中
部
地
区
青
少
年

育
成
会
が
知
事
表
彰
を

受
賞

表
彰
状
を
手
に
記
念
撮
影

　

10
月
13
日
体
育
の
日
、
鴨
島
公

民
館
で
、
吉
野
川
市
民
体
育
祭
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
体
育
祭
参
加
競
技

種
目
別
表
彰
が
あ
り
、
個
人
55
人

と
51
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
に
引
き
続
き
、
鴨
島
体
育

館
・
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
鴨
島
体
育

吉
野
川
市
民
体
育
祭

記
念
行
事

槇納体育協会会長から表彰状を受け取る受賞者

館
で
は
、氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ「
カ
ー

リ
ン
グ
」
を
床
の
上
で
行
う
「
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
」
と
、
羽
根
付
き
の

ボ
ー
ル
を
手
で
打
ち
合
う
「
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
」
を
、
ま
た
、
鴨
島
第

一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
ゴ

ル
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
開
発
し
た

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」
と
、

南
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
ビ
ュ
ッ

ト
と
い
う
目
標
球
に
鉄
球
を
投
げ

る
「
ペ
タ
ン
ク
」
を
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
１
１
１
人
の
参
加

者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
も
四
国
電
力
株
式

会
社
か
ら
「
よ
ん
で
ん
グ

ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬
間
」

行
事
の
一
環
と
し
て
、
明

る
い
街
づ
く
り
に
役
立
て

て
、
と
防
犯
灯
17
基
が
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
10

月
14
日
、
市
役
所
を
訪
れ

た
稲
住
鴨
島
営
業
所
長
か

ら
、
市
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
灯
寄
贈

大人も子どもも気軽にできるカローリング

よーく狙って 目録を受け取る川真田市長
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ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
し
っ
か
り　

命
の
ベ
ル
ト

杉
本　

情
（
鴨
島
小
学
校
四
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

吉
野
川
市
お
よ
び
吉
野
川
市
高

齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
・
支
援
、

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

家
庭
や
施
設
な
ど
で
、
虐
待
や

虐
待
の
疑
い
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

　

大
切
な
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ

る
悲
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た「
目
く
ば
り
」

「
気
く
ば
り
」
で
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。

〜
誰
も
が
や
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
〜

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

防
ご
う
！  

高
齢
者
虐
待

「
虐
待
で
は
？ 

と
思
っ

た
ら
す
ぐ
通
報
を
」

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
が
、

「
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に

準
じ
る
者
」
と
し
て
認
定
を
受
け

る
と
、
所
得
税
や
市
・
県
民
税
で

　

平
成
21
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
で
構
成
す
る
成
人
式
実
行
委
員

会
と
、
市
教
育
委
員
会
の
共
催
で

企
画
・
運
営
し
ま
す
。

　

就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に
転

出
し
、
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の

な
い
方
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、

氏
名
・
住
所
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
３
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
受
付

　
　
　

午
前
10
時
式
典
開
始

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
（
市
山
川
庁
舎
南
側
）

該
当
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方※
式
典
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行

い
ま
す
。

市
生
涯
学
習
課  

☎
42
４
１
１
５

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
制
度
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。　

（
通
報
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

【
虐
待
の
種
類
】

①
身
体
的
虐
待
②
介
護
・
世
話
の

放
棄
や
放
任
③
心
理
的
虐
待
④
性

的
虐
待
⑤
経
済
的
虐
待

【
通
報
・
ご
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
】

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
７

市
福
祉
総
務
課  

☎
㉕
２
１
１
１

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
鴨
島

支
所　
　
　
　

  

☎
㉖
０
１
３
１

健
祥
会
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

鴨
島　
　
　
　

  

☎
㉔
３
２
５
２

菊
美
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

鴨
島　
　
　
　

  

☎
㉔
６
１
３
７

健
祥
会
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

川
島　
　
　
　

   

☎
㉕
３
０
２
８

山
川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
42
７
１
１
２

美
郷
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

☎
43
２
０
１
９

「
障
害
者
控
除
」が
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
20
年
分
所
得
税
、　

平
成
21

年
度
市
・
県
民
税
で
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
本
年
12
月
ま
で
の

認
定
が
必
要
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
福
祉
総
務
課

（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所

地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
12
月
19
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65

歳
以
上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
害

者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者

②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
で
は
な
い
が
前
記
①
に
準

じ
る
方

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

請
後
に
調
査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確

定
申
告
（
川
島
税
務
署
等
）、
所

得
申
告
相
談
（
市
役
所
等
）、
ま

た
は
年
末
調
整
時
に
認
定
書
を
提

示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

所
得
や
ほ
か
の
控
除
に
よ
り
、
税

額
に
影
響
が
出
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

5
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡（
通
告
し
て
く
だ
さ
い
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て

判
断
し
ま
し
ょ
う
）

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
（
あ

な
た
が
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し

ま
し
ょ
う
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

（
子
ど
も
の
命
を
優
先
し
ま
し
ょ

う
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
連
絡
し
た
方
の
秘

密
は
法
律
に
よ
り
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

徳
島
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室

　
　
　
　
　
　

☎
㉕
６
６
１
４

◇
申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

　

☎
㉕
６
６
１
３

◇
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課　

課
税
第
一
係

☎
㉒
２
２
１
５

平
成
２１
年
成
人
式
は

1
月
3
日
㈯
開
催



102008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
よ
う　

事
故
で
傷
つ
く　

相
手
と
自
分

山
田　

紗
耶
加（
飯
尾
敷
地
小
学
校
四
年
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

　

個
人
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と

と
も
に
、
限
り
あ
る
資
源
と
し
て

大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
「
農
地
」
に
は
公
共
投
資
が

さ
れ
た
り
、
税
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
の
取
得
は
、「
耕
作
す
る

者
」
以
外
に
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。「
農
地
は
荒
ら
さ
ず
つ
く

る
も
の
」
が
、
農
地
を
も
つ
人

の
努
め
だ
と
い
え
ま
す
。
事
情
が

あ
っ
て
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、

耕
作
で
き
る
人
に
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

年
２
回
「
４
月
、
９
月
」
に
利

用
権
（
農
地
の
貸
し
借
り
）
の
設

定
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
農
業
委
員
会  

☎
㉒
２
２
２
７

　

転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
や
工

場
、
道
路
、
山
林
な
ど
の
用
途
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。
農
地
を
転

用
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
の

審
議
を
経
て
県
の
許
可
が
必
要
で

す
。

　
「
永
く
耕
作
し
て
な
か
っ
た
の

で
原
野
に
変
え
た
い
」
と
い
う
相

談
が
あ
り
ま
す
が
、
地
目
が
農
地

で
あ
れ
ば
、
耕
作
が
さ
れ
て
い
な

く
て
も
農
地
性
が
あ
る
限
り
農
地

で
す
。
ま
た
、
地
目
が
農
地
で
な

く
て
も
、
肥
培
管
理
が
さ
れ
て
い

れ
ば
農
地
と
み
な
さ
れ
、
転
用
に

は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
資
材
置
き
場

や
作
業
員
宿
舎
、
砂
利
採
取
場
な

ど
に
す
る
と
き
も
、
農
地
転
用
に

な
り
ま
す
。
建
設
工
事
の
発
生
土

で
農
地
を
埋
め
立
て
る
よ
う
な
と

き
も
、「
一
時
転
用
」
の
許
可
が

必
要
で
す
。
な
お
、
無
断
転
用
に

は
、
法
律
で
現
状
回
復
命
令
や
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
10
日

締
め
切
り
で
各
種
転
用
の
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
が
泣
い
て

　
　
　
　

い
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
21
年
度
版
の
『
農
業
日

誌
』、『
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
』、『
新

農
家
暦
』
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す
。
商
品
の
引
き
替
え
時
期
や
場

所
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
へ
の
通

知
で
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
25
日
㈫
（
こ
の

期
限
を
過
ぎ
る
と
定
価
で
の
販
売

に
な
り
ま
す
）

販
売
価
格

●
農
業
日
誌　

１
４
０
０
円

　

明
日
の
農
業
に
役
立
つ
内
容
や

都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
に
お

け
る
最
新
の
農
業
技
術
、
経
営
の

記
録
、
農
薬
混
用
事
例
集
、
農
作

物
新
品
種
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
６
版
・
定
価
１
５
４
０
円

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　

１
４
０
０

円
　

新
し
い
花
作
り
、
野
菜
作
り
の

実
際
な
ど
役
立
つ
農
業
情
報
に
加

え
て
、
家
計
簿
、
贈
答
品
控
え
、

住
所
録
な
ど
み
ん
な
が
便
利
に
使

え
る
「
家
族
の
一
冊
」
で
す
。
Ｂ

５
版
・
定
価
１
５
４
０
円

●
新
農
家
暦　

４
０
０
円

　

暦
と
し
て
、
農
家
の
実
用
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
生
活
便
利
帳

と
し
て
、
趣
味
と
実
益
の
ガ
イ
ド

　

徳
島
県
で

は
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
の
た

め
に
、
月
３

回
の
鳥
小
屋

の
清
掃
・
消
毒
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
県
下
一
斉
の
取

り
組
み
と
し
て
、
愛
が
ん
鳥
を
飼

養
し
て
い
る
方
に
、
消
毒
薬
を
無

償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
や
消

毒
薬
に
弱
く
、
鳥
小
屋
の
消
毒
は

発
生
の
予
防
に
大
変
効
果
的
で
す
。

消
毒
薬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農

業
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
で
飼
育
す
る
鳥
が
直
ち
に

危
険
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
鳥
や
動
物
に
さ
わ
っ
た
後

は
衛
生
上
、
手
を
洗
う
こ
と
、
フ

ン
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、
清

潔
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
世
界
的
に
も
鶏
卵
・
鶏
肉
を

　

自
治
会
に
未
加
入
で
広
報
誌
が

郵
送
さ
れ
て
い
る
方
で
、
世
帯
分

離
を
し
て
い
て
家
に
広
報
誌
が
２

部
届
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報

誌
を
見
る
な
ど
、
広
報
誌
が
不
要

な
場
合
は
、
秘
書
企
画
課
広
報
広

聴
係
ま
で 

「
広
報
誌
は
配
布
不
要

で
す
」 

と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

配

布
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

※
ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、
住
所
、

名
前
、
電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま

す
。

市
秘
書
企
画
課  

☎
㉒
２
２
２
１

世
帯
分
離
等
に
よ
り
広
報

誌
が
不
要
に
な
っ
た
方
へ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
ゼ
ロ
を

農
業
日
誌
等
・
新
農
家
暦

の
あ
っ
せ
ん

ブ
ッ
ク
と
し
て
、
使
い
方
い
ろ
い

ろ
。
読
ん
で
得
す
る
記
事
が
満
載
。

Ａ
５
版
・
定
価
４
９
０
円

市
農
業
推
進
課  

☎
㉒
２
２
２
８

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
農
業
推
進
課  

☎
㉒
２
２
２
８



問
い
合
わ
せ

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

11 2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

ま
だ
い
け
る　

あ
ま
い
気
持
ち
が　

じ
こ
ま
ね
く

富
永　

将
規
（
西
麻
植
小
学
校
四
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

早期発見・報告で、高齢者虐待を防ぎましょう。

１１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・

固
定
資
産
税
の
納
付
月

　

11
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
第

５
期
）
と
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）

の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

納
期
限　
　
　
　

12
月
1
日
㈪

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課         

☎
㉒
２
２
１
５

　

徳
島
県
の
各
種
デ
ー
タ
や
お
役

立
ち
情
報
満
載
の
「
徳
島
県
民
手

帳
」
平
成
21
年
版
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
窓
口　

秘
書
企
画
課
（
市
役

所
３
階
）、
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）

定
価　

１
冊
５
０
０
円

販
売
期
間　

11
月
20
日
㈭
〜
12
月

25
日
㈭

市
秘
書
企
画
課  

☎
㉒
２
２
２
１

県
民
手
帳
の
販
売

　

平
成
20
年
度
臨
時
保
育
士
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

日
額
賃
金　

６
４
０
０
円

採
用
方
法　

書
類
選
考
等

採
用
期
間　

原
則
と
し
て
平
成
21

年
３
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間

吉
野
川
市
臨
時
保
育
士
募
集

　

平
成
18
年
度
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
し
た

「
吉
野
川
市
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
」、

「
吉
野
川
市
向
麻
山
公
園
」
は
、

平
成
20
年
度
を
も
っ
て
指
定
管
理

期
間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
平
成

21
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
候

補
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

徳
島
県
に
主
た
る
事

業
所
を
置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間　

平
成
21
年
４
月

１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
の
３

年
間

募
集
期
間　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月

指
定
管
理
者
の
募
集

　

放
送
大
学
で
生
涯
学
習
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を

一
科
目
か
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ

ま
す
。
最
新
の
知
識
を
仕
事
や
家

庭
生
活
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
す
れ
ば
「
大
卒
」「
修
士
」

等
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
入

試
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
願
期
間　

12
月
15
日
㈪
〜
平
成

21
年
２
月
28
日
㈯

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
０
２
）
０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

鴨
島
中
央
保
育
所

入
所
案
内
説
明
会
の

ご
案
内

　

鴨
島
中
央
保
育
所
の
指
定
管
理

者
の
移
行
に
伴
い
、
入
所
案
内
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
入
所
を
希
望
す
る
方
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

鴨
島
中
央
保
育
所

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
車
で
の

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

☎
㉔
１
２
８
２

市
子
育
て
支
援
課

☎
㉕
６
６
１
４

１１
月
は
介
護
保
険
料
の

納
付
月

　

11
月
は
、
介
護
保
険
料
第
３
期

（
普
通
徴
収
の
方
）の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

納
期
限　
　
　
　

12
月
1
日
㈪

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

☎
㉕
６
６
２
６

平
成
２１
年
度
放
送
大
学

第
１
学
期
生
募
集

8
日
㈪

募
集
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
応
募
説
明
会
・
現
地
説
明
会
】

と
き　

11
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
２
０
１
会
議
室

市
商
工
観
光
課  

☎
㉒
２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp

医
療
費
が
高
額
に
な
っ

た
と
き

　

窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

（
保
険
診
療
分
）
が
月
の
初
日
か

ら
末
日
ま
で
で
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え

た
分
が
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
払
い

戻
し
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
吉
野
川
市

か
ら
世
帯
主
あ
て
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、
通
知
に
基
づ
き
必
要

書
類
等
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
国

保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た

は
各
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
申
請
手
続
き
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
し
て
か
ら
、
吉
野
川
市
か

ら
の
通
知
が
届
く
ま
で
に
約
３
ヶ

月
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
払
い
戻
し
に
は
有
効
期

限
が
あ
り
ま
す
「
領
収
日
の
翌
日

か
ら
２
年
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
国
保
年
金
課  

☎
㉒
２
２
１
３

鴨
島
中
央
保
育
所

☎
㉔
２
３
５
６

鴨
島
呉
郷
保
育
所

☎
㉔
７
８
５
２

川
島
東
保
育
所  

☎
㉕
２
１
６
０

山
川
東
保
育
所  

☎
42
２
２
３
５吉野川市バンブーパーク



問
い
合
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せ
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せ

122008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
に
自
て
ん
車
歩
く
人　

み
ん
な
の　

ち
ゅ
う
意
で
な
く
す
事
こ
亀
山　

大
地（
知
恵
島
小
学
校
三
年
）

と
き　

11
月
23
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

○
第
１
部
…
吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
に
よ
る
詩
と
絵
本
の
朗
読

○
第
２
部
…
人
権
講
演
会

演
題
「
大
人
の
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
」〜
今
、子
ど
も
た
ち
が
思
っ

て
い
る
こ
と
〜

講
師　

家
田
荘
子
さ
ん
（「
極
道

の
妻
た
ち
」
等
、
多
く
の
書
籍
を

執
筆
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

テ
レ
ビ
等
で
も
活
躍
）

第
4
回
人
権
の
つ
ど
い

　

12
月
４
日
㈭
か
ら
10
日
㈬
ま
で

の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
等

し
く
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
お
互
い
の
人
権

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

第
６０
回
人
権
週
間

入
場
料　

無
料

主
催　

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

川
田
中
小
学
校  

☎
42
２
０
２
２

市
人
権
課　
　

  

☎
㉒
２
２
２
９

家田荘子さん

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
は
、
人

権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
相
談
日
程

と
き　

12
月
４
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
美
郷
庁
舎
会
議
室

（
同
時
開
催
）

徳
島
地
方
法
務
局　

吉
野
川
支
局

☎
㉕
２
４
０
０

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

連
絡
先

出
演
者　

安
友
孝
宣
（
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
）、
川
内
麻
紀
（
ピ
ア
ノ
）

と
き　

11
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店

空
高
く
ク
ラ
シ
ッ
ク

第
1
1
0
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
多
発
性
硬

化
症
、
筋
萎い

縮し
ゅ
く

性
側
索
硬
化
症
な

ど
、
原
因
が
不
明
で
あ
っ
た
り
治

療
方
法
が
未
確
立
で
あ
っ
た
り
す

る
病
気
を
難
病
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
難
病
の
方
の
日
常
生

活
の
お
手
伝
い
や
話
し
相
手
と
な

る
方
を
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
募
集
し
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
数　

20
人

参
加
費　

無
料

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

吉
野
川
保
健
所  

☎
㉔
１
１
１
４

℻  
㉒
１
７
６
０

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

開催日時 内容 会　場
11月25日㈫
午後1時30分～4時 講義 吉野川保健所

12月２日㈫
午後1時30分～

３時30分
講義 吉野川保健所

12月９日㈫
午後1時30分～4時

介護
実習 徳島病院

12月16日㈫
午後1時30分～

３時30分
講義 吉野川保健所

問
い
合
わ
せ

　

平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
４
月

か
ら
）
保
育
所
入
所
希
望
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
申
込
書

は
11
月
25
日
㈫
か
ら
子
育
て
支
援

課
（
川
島
庁
舎
１
階
）、
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）、

各
保
育
所
（
園
）
の
窓
口
に
備
え

付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
19
日

㈮
／
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
、
支

所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）、

各
保
育
所
（
園
）

提
出
書
類　

入
所
申
込
書
、
就
労

証
明
書
な
ど

入
所
資
格　

保
育
所
へ
入
所
で
き

る
児
童
は
、
保
護
者
が
次
の
①
〜

⑦
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
で
す
。

　

な
お
、
保
護
者
以
外
の
同
居
の

方
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は

除
か
れ
ま
す
。

①
昼
間
、
居
宅
外
で
働
い
て
い
る

②
居
宅
内
で
内
職
な
ど
日
常
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産

し
て
日
が
浅
い
（
産
前
８
週
間
、

産
後
８
週
間
）

④
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

⑤
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑥
同
居
の
親
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る

⑦
火
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る

※
鴨
島
中
央
保
育
所
は
平
成
21
年

度
か
ら
５
年
間
、
指
定
管
理
者
の

社
会
福
祉
法
人
鴨
島
ひ
か
り
乳
幼

児
保
育
園
が
運
営
し
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課

☎
㉕
６
６
１
４

みんなで防ごう！　高齢者虐待

舗
に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ

チ
ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.tc
u
.o
r.jp

/
kam
ojim
a/m
achicon/

※
詳
し
く
は
、
吉
野
川
保
健
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広報よしのがわ

声
か
け
て　

心
に
合
図　

赤
止
ま
れ

原
井　

勇
樹
（
川
島
小
学
校
四
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ニ
ラ　
　
　
　
　

ユ
リ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ニ

ラ
は
、
中
国
西
部
が
原
産
の
ユ

リ
科
の
多
年
草
で
す
。
夏
に
は

白
い
葉
の
間
か
ら
30
㎝
ほ
ど
の

花
茎
を
伸
ば
し
、
秋
に
は
白
く

て
小
さ
な
花
を
た
く
さ
ん
咲
か

せ
ま
す
。
葉
は
用
と
し
、
ビ
タ

ミ
ン
類
は
じ
め
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊

富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

　
『
伎き

波は

都つ

久く

の　

丘
の
莖く
く

韮み
ら

わ
れ
摘つ

め
ど　

籠こ

に
も
満み

た
な

ふ　

背せ

な
と
摘
ま
さ
ね
』

（
作
者
不
詳
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
き
は
つ
く
の
丘
の
ニ
ラ
は
、

わ
た
し
が
摘
ん
で
も
摘
ん
で
も

籠
が
一
杯
に
な
り
ま
せ
ん
。
な

ら
ば
あ
な
た
の
旦
那
様
に
摘
ん

で
も
ら
い
な
さ
い
よ
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
な
ど
女
性
の
人
権
問
題
に

関
す
る
専
用
電
話
で
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

次
の
日
程
で
電
話
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

通
常
業
務
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国
一
斉
強
化
週
間

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

11
月
17
日
㈪
、
12
月
１
日

㈪
・
15
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

12
月
10
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

と
き　

11
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

加
美
恵
二
税
理
士
事
務
所

所
長

と
き　

11
月
24
日
㈪

開
場　

午
前
９
時

開
演　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

主
催　

鴨
島
天
寿
会
連
合
会

協
賛　

鴨
島
幼
稚
園

　

先
着
３
０
０
人
に
粗
品
、
抽
選

券
を
進
呈
し
ま
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈮

開
場　

午
後
０
時
30
分

開
演　

午
後
１
時
10
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

主
催　

吉
野
川
市
小
学
校
教
育
研

究
会
音
楽
部
会

共
催　

吉
野
川
市
教
育
委
員
会

参
加
費　

無
料

と
き　

12
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

西
村
典
三
さ
ん
（
麻
植
協

同
病
院
副
院
長
、
日
本
糖
尿
病
学

会
専
門
医
）

と
き　

１
月
31
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

３
階
ホ
ー
ル

出
演　

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
、
Ｗ

コ
ミ
ッ
ク
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
桂

三
風
、
小
泉
エ
リ

チ
ケ
ッ
ト
販
売

前
売
り
券　

一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日

券
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
）

前
売
り
券
販
売
所

宮
脇
書
店
、
小
山
助
学
館
、
文
化

研
修
セ
ン
タ
ー
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
鴨
島
駅
売
店
キ
ヨ
ス
ク
、

鴨
島
公
民
館
、
サ
ン
ク
ス
土
成
店

鴨
島
公
民
館　
　

☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

遺
言
と
上
手
な

相
続
の
仕
方

世
代
間
交
流
芸
能
大
会

吉
野
川
市
小
学
校

音
楽
発
表
会

糖
尿
病
に
つ
い
て
の

講
演
会

宝
く
じ
文
化
公
演

吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

募
集
人
員　

50
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
持
ち
の
油
断
が
事
故
に
な
り　

気
持
ち
の
ゆ
と
り
が
事
故
な
く
す

小
西　

芳
紀
（
学
島
小
学
校
四
年
）

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
の
問
い
合
わ
せ　

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係　
　

☎
㉕
６
６
２
７

介
護
予
防
講
演
会

　

年
を
と
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
こ
と
は
な
に
よ
り

の
幸
せ
で
す
。

　

ご
自
身
の
介
護
予
防
の
た
め
に
、
そ
し
て
家
族
の
介
護
予
防

の
た
め
に
役
立
つ
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

　

認
知
症
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は

ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
認
知

症
が
ど
う
い
う
病
気
か
、
認
知
症

の
人
や
介
護
し
て
い
る
人
を
ど
う

支
援
し
た
ら
よ
い
か
、
実
際
に
家

族
の
介
護
に
携
わ
っ
た
経
験
を
含

め
、
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

11
月
25
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　

小
川
洋
子
さ
ん

　
　
　
（
㈳
認
知
症
の
人
と
家
族

　
　
　

の
会
徳
島
県
支
部
代
表
世

　
　
　

話
人
）

　

吉
野
川
市
の
高
齢
者
に
多
い
ひ

ざ
の
病
気
や
骨
折
に
つ
い
て
、
吉

野
川
市
内
の
病
院
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
、
治
療
方
法
・
予

防
方
法
を
学
び
ま
す
。

と
き　

12
月
４
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師

◆
三
上
浩
さ
ん
（
麻
植
協
同
病
院

整
形
外
科
診
療
部
長
）

◆
田
村
英
司
さ
ん
（
鴨
島
病
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
長
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

１
月
〜
３
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０

６-

２　

☎
㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
可
能
で
す
。
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川

島
庁
舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

12
月
12
日
㈮

コ
ー
ス　

水
中
運
動
（
入
門
・
向

上
）
コ
ー
ス
、
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス

※
向
上
コ
ー
ス
は
入
門
コ
ー
ス
を

利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
が
対
象

※
定
員
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
（
８
〜
20
人
）。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
。

高
齢
社
会
を
豊
か
に
生
き
る

　

介
護
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
学
ぶ
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
方
で
、
現

在
家
庭
で
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方
や
現
在
は
家
族
を
介
護
し
て

い
な
い
が
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

定
員　

15
〜
30
人
（
教
室
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
上
、

下
記
の
受
付
場
所
に
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
26
日
㈬
（
先
着

順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

  

教
室
の
主
な
内
容

①
移
乗
・
移
動
の
介
助

②
寝
具
の
整
え
方
・
食
事
の
介
助

①
排は
い

泄せ
つ

の
介
助
・
清せ
い

拭し
き

の
仕
方

※申込受付場所と開催場所が異なっているところがありますのでご注意ください。
家 族 介 護 教 室 開 催 場 所 ・ 申 込 受 付 場 所

パ
ワ
ー
・
デ
イ
参
加
者
募
集

家
族
介
護
教
室
で

介
護
の
基
礎
を
学
ぼ
う

小川洋子さん

三上浩さん

田村英司さん

楽
し
い
運
動
で
楽
し
く
介
護
予
防

◆
訪
問
入
浴
車
の
紹
介
、
高

齢
者
疑
似
体
験
な
ど
、
施
設

に
よ
っ
て
異
な
る
内
容
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護

保
険
課
地
域
支
援
係
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申込受付場所 開催場所
開催日程

第1回 第2回 第3回
デイセンターアルル
（鴨島町内原46-3　☎24-3888） デイセンターアルル

12月20日（土）
午後1時～3時

1月17日（土）
午後1時～3時

2月21日（土）
午後1時～3時

水明荘デイサービスセンター
（川島町川島106番地
                         ☎25-5711）

健祥会インディペンデント21
（川島町川島106番地2
                       ☎26-3010）

12月10日（水）
午後1時30分
　～3時30分

1月14日（水）
午後1時30分
　～3時30分

2月18日（水）
午後1時30分
　～3時30分

（社）吉野川市社会福祉協議会通
所介護事業所  （美郷字毛無92番
地1　☎43-2714）

（社）吉野川市社会福祉協議会
通所介護事業所

12月3日（水）
午前10時～
               正午

1月14日（水）
午前10時～
             正午

2月9日（月）
午前10時～
　　　　  正午

い
た
わ
っ
て
ま
す
か
，関
節
を
！

吉
野
川
市
介
護
予
防
体
操



11月・12月の介護予防教室

※川島公民館久保田分館の教室は、12月から日程を変更していますのでご注意ください。

●問い合わせ　市介護保険課　　○25 6627

　加齢に伴い不足しがちな栄養、正しい食生活について、栄養士から講義を受けます。
また、栄養のとり方で日ごろ気になっていることについての質問もできます。

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 12 水   9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 口腔（こうくう）ケア

 14 金   9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川　島 認知症サポーター講座

 17 月   9:30～10:30 川島公民館吉本分館 川　島 認知症サポーター講座

 18 火   9:30～10:30 宮前公民館 鴨　島 口　腔　ケ　ア

 19 水   9:30～10:30 中古井広域集落センター 美　郷 介護予防体操

 20 木   9:30～10:30 こだま会館 川　島 

 21 金   9:30～10:30 東部集落センター 美　郷 介護予防体操

 
25 火

   9:30～10:30 川島公民館山田分館 川　島 介護予防体操

     9:30～10:30 三山老人憩の家 美　郷 栄養改善講座

 
26 水

   9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川　島 介護予防体操

     9:30～10:30 千田公会堂 鴨　島 栄養改善講座

 
27 木

   9:30～10:30 東児島老人憩の家 川　島 

   13:30～14:30 山路東原集会所 鴨　島 介護予防体操

 

28 金

   9:30～10:30 川島公民館岡山分館 川　島 栄養改善講座

   10:00～11:00 森山地区公民館 鴨　島 認知症サポーター講座

   13:30～14:30 東山老人憩の家 美　郷 介護予防体操

 日 曜日 時　　　間 　　　　　場　　　所 地区 内　　　容　　 

 
2 火

   9:30～10:30 川島公民館神後分館 川　島 

   13:00～14:30 川島公民館 川　島 

 3 水   9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山　川 栄養改善講座

 5 金 13:30～14:30 瀬詰老人会館 山　川 介護予防体操

 8 月 13:30～14:30 立石公会堂 川　島 口　腔　ケ　ア

 
9 火

   9:00～10:00 川島公民館学西分館 川　島 介護予防体操

   13:30～14:30 牛島集会所 鴨　島 栄養改善講座

 
10 水

   9:30～10:30 川島公民館近久分館 川　島 

     9:30～10:30 川島公民館久保田分館（※） 川　島 

 11 木   9:00～10:00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄養改善講座

健

康

チ

ェ

ッ

ク

健

康

チ

ェ

ッ

ク

11
　
　
　
月

12
　
　
　
月

塩味や甘みを感じにくくなるから
味付けが濃くなるんですよ。

年とともにかんだり
飲み込んだりしにくく
なります。

必要な量の水分って
意外ととれてない
みたい！

栄養改善講座を受けて豊かな食生活を栄養改善講座を受けて豊かな食生活を栄養改善講座を受けて豊かな食生活を栄養改善講座を受けて豊かな食生活を

15 2008年（平成20年）11月12日

広報よしのがわ

し
ん
ご
う
き　

み
ん
な
の
い
の
ち
を　

ま
も
っ
て
る

中
尾　

愛
斗
（
山
瀬
小
学
校
三
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》



●問い合わせ　市健康推進課　　○25 6615

ウォーキング作戦事業

吉野川市教
室が

吉野川市教
室が

開催されま
した

開催されま
した吉野川市教
室が

開催されま
した

～メタボリックシンドローム一掃作戦～

　徳島県、徳島県ウォーキング協会と共催した「初めてのウォー
ク講座」には、多数の方々に参加いただきました。
　講座は9月4日、12日、26日、10月3日の4回開催し、「歩
く際のウォーミングアップ」や「楽しく歩くためのテクニックや
マナー」、「メタボリックシンドロームの基礎知識」などの講義と
「歩き方」などについての実技が行われました。

信号待ちでもストレッチ!!

み
な
さ
ん
の
歩
幅
や

歩
く
速
さ
の
計
測
も

行
い
ま
し
た

最終日
には、外でウォーキングしました!

かかとのしっかりした
靴を選びましょう

生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

★正しい姿勢と歩き方で歩きましょう

水平

水平

胸
が

広
が
っ
て
い
る

引
き
締
ま
っ
て
い
る

①真っすぐに立つ ②真っすぐに立ってから足を
　前に出す。ヒザを伸ばす

③頭が上につられている
　ような感じ

④前屈みの姿勢ではヒザが伸びない、足の裏のローリングの役割がない

引
き
上
げ
る

■かかとからつま先への重心移動 ■ヒザが曲がったときの着地とヒザが伸びた着地

背のび

しっかり
踏み込む

ここで曲がる

かかとが
上がる

安定した
かかと着地

足音をたてないで
ころがすように

曲
が
っ
た
ま
ま
だ
と

狭い 広い

伸
び
る
と

ウォーキングの効果を上げる
には、正しい姿勢と歩き方が
必要です。正しいフォームで
歩かないと効果が薄いばかり
でなく、腰やヒザを痛める原
因になります。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
し
は　

き
け
ん
だ
よ　

車
に
ま
ず
注
意

原
田　

和
弥
（
川
田
小
学
校
三
年
）



●問い合わせ　市総務課　　○22 2231

もし新型インフルエンザが発生したら…もし新型インフルエンザが発生したら…もし新型インフルエンザが発生したら…もし新型インフルエンザが発生したら…
わたしたちが今から心がけること

●新型インフルエンザは、ただの風邪ではありません！
　新型インフルエンザは、動物、特に鳥類にのみ感染していた鳥インフルエンザが、遺伝子の変
異によって、人から人へと効率よく感染するようになったものです。
　新型インフルエンザウイルスは、人間界にとっては未知のウイルスで、人は免疫を持っていな
いため、容易に感染して広がり、急速な世界的大流行を起こす危険性があります。

●個人でできる対策（1）　
　◇その1　うがい・手洗い・マスクの励行
　外出後の手洗い・うがいを日常的に行い、人混みや繁華街への外出
を控えたり、咳やくしゃみ等の症状がある人には必ずマスクを着けて
もらったりすることが大変重要です。

　◇その2　食糧・日用品等の準備
　　2週間程度の食糧・日用品等は準備をしておきましょう。特に、不織布製マスクは大切です。

●個人でできる対策（2）　もし発生したら！
　◇その1　正確な情報の収集

情報には、国・地方自治体の提供する情報、マスコミが提供する情報などさまざまです。
正確な情報を収集し、冷静に対応することが重要です。

　◇その2　まずは保健所に連絡を！
発熱・咳・全身痛など通常のインフルエンザと思われる症状がある場合、事前連絡せずに
近くのお医者さんで受診すると、万が一新型インフルエンザであった場合、待合室等でほ
かの患者さんに感染させてしまう「2次感染」の恐れがあります。まず、保健所に連絡し、
保健所が指定する医療機関で受診するようにしてください。県や市町村、保健所から情報
が提供されますので、随時チェックするようにしてください。

①咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ、ほかの人から
顔をそむけ1m以上離れる。
②呼吸器系分泌液（鼻汁・痰など）を含んだティッシュをすぐにふた付
きの廃棄物箱に捨てられる環境を整える。
③咳をしている人にマスクの着用を促す。

インフルエンザ予防のために必要な「咳エチケット」

○厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html

○国立感染症研究所感染症情報センター
　http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/05pandemic.html

○徳島県ホームページ「安心とくしま」
　http://anshin.pref.tokushima.jp/home/index.html

○最寄りの保健所

主な情報源
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ま
ぁ
い
っ
か　

そ
の
気
の
ゆ
る
み
が　

事
故
の
も
と

住
友　

可
南
（
川
田
中
小
学
校
六
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
新
刊
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
月
、12
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
11
月
30
日
㈰
、12
月
28
日
㈰
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈪
〜
１
月

３
日
㈯
）

○
平
成
20
年
度
特
別
資
料
整
理
期
間

と
き　

11
月
18
日
㈫
〜
29
日
㈯

　

期
間
中
は
閉
館
し
、
す
べ
て
の

資
料
の
点
検
・
整
理
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
教
室

〜
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
作
り
〜

と
き　

12
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

◆『
ジ
ブ
リ
の
森
と
ポ
ニ
ョ
の
海
』

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
11
月
28
日
㈮
）、
年
末
年
始

（
12
月
28
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈯
）

◆
映
画
会

11
月
15
日
㈯
・
29
日
㈯
、
12
月
６

日
㈯
・
20
日
㈯
の
午
後
２
時
か
ら

（
約
２
時
間
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
13
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時

内
容　

大
型
紙
芝
居
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
12
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
／
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手

作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
あ
の
日
に
戻
れ
た
ら
』　

　
　
　
　
　
　

山
田
奈
津
子　

著

『
中
国
臓
器
市
場
』

　
　
　
　
　
　
　

城
山
英
巳　

著

『
偽
装
エ
コ
ロ
ジ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　

武
田
邦
彦　

著

『
治
験
』　　
　
　
　

仙
川
環　

著

『
呪
わ
れ
た
学
校
』

　
　
　

Saori

＆K
agen　

著

『
美
作
の
風
』　

今
井
絵
美
子　

著

『
い
か
だ
満
月
』　

山
本
一
力　

著

『
つ
る
っ
つ
る
の
脳
み
そ
』

　
　
　
　
　
　

つ
る
の
剛
士　

著

『
夢
は
枯
れ
野
を
か
け
め
ぐ
る
』

　
　
　
　
　
　
　

西
澤
保
彦　

著

『
灼
夜
』　　
　
　

永
瀬
隼
介　

著

『
罪
び
と
』　　
　

高
任
和
夫　

著

『
恋
の
か
け
ら
』　　

唯
川
恵　

著

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
11
月
14
日
㈮
・
21

日
㈮
・
28
日
㈮
、
12
月
５
日
㈮
・

12
日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
『
猫
の
形
を
し
た
幸
福
』

　
　
　
　
　
　

小
手
鞠
る
い　

著

『
犯
意
』　　
　
　

乃
南
ア
サ　

著

『
オ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
』

　
　
　
　
　
　
　

山
田
悠
介　

著

『
新
三
河
物
語　

上
巻
』

　
　
　
　
　
　

宮
城
谷
昌
光　

著

『
テ
レ
ビ
じ
ゃ
言
え
な
い
健
康
話

の
ウ
ソ
』　　
　
　
中
原
英
臣　

著

『
哀
哭
者
の
爆
弾
』　

鳴
海
章　

著

『
夜
騎
士
物
語
』　

新
堂
冬
樹　

著

『
心
霊
特
捜
』　　
　

今
野
敏　

著

『
ぶ
れ
な
い
』　　

平
山
郁
夫　

著

『
天
空
の
祝
宴
』　

堂
場
瞬
一　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ロ
シ
マ
』

　
　
　
　
　
　

仲
里
三
津
治　

著

『
こ
ろ
わ
ん
が
よ
う
い
ど
ん
！
』

　
　
　
　
　
　

間
所
ひ
さ
こ　

著

『
魔
王
が
マ
マ
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
!?
』

　
　
　
　
　
　
　

藤
真
知
子　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
10
』

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る　

著

『
カ
ケ
ル
が
か
け
る
』

　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　

著

『
ど
ん
ぐ
り
の
き
』

　
　
　
　
　
　

亀
岡
亜
希
子　

著

『
か
ぐ
や
ひ
め
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
し
ず
く
ち
ゃ
ん
11
』

　
　
　
　
　
　

ぎ
ぼ
り
つ
こ　

著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
だ
し
は　

あ
ぶ
な
い
ぜ
っ
た
い　

や
め
よ
う
ね

新
居　

勇
貴
（
川
田
西
小
学
校
三
年
）
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し
ず
か
な
が
ん
ば
り
タ
イ
ム

      

牛
島
小
学
校　

藤　

岡　
　

諒

シ
ー
ン
と
し
て
い
る

聞
こ
え
る
の
は

え
ん
ぴ
つ
の
字
を
書
く
音

消
し
ゴ
ム
で
消
す
音

そ
れ
以
外
何
も
聞
こ
え
な
い

シ
ー
ン
と
し
て
い
る

が
ん
ば
り
タ
イ
ム
の
時
間

タ
イ
ム
を
速
く
し
た
い
か
ら

ぼ
く
も
み
ん
な
も
真
剣
な
ん
だ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
３
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

駅
や
一
般
の
住
宅
な
ど
か
ら
57
台

の
自
転
車
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
停
め
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を
か

け
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
自
転
車
を

守
る
た
め
に
は
、
２
カ
所
に
鍵
を

か
け
る
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
が
効
果

が
あ
り
ま
す
。

☆
自
転
車
に
は
、
必
ず
「
防
犯
登

録
」
を
し
ま
し
ょ
う
。
盗
ま
れ
た

場
合
に
、
自
転
車
を
探
す
大
切
な

手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

☆
自
転
車
を
停
め
る
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
自
転
車
置
き
場
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
起
こ
る
身
近

な
犯
罪
の
中
で
一
番
多
い
も
の
が
、

自
転
車
の
盗
難
で
す
。

　

吉
野
川
警
察
署
管
内
で
は
、
今

年
の
１
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、

か
ん
た
ん
に　

事
故
を
ま
ね
く
よ　

信
号
無
視

後
藤
田　

顕
嘉
（
種
野
小
学
校
三
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

市
民
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
18
年

度
実
施
）に
よ
る
と
、「
社
会
通
念
・

習
慣
・
し
き
た
り
な
ど
」
で
男

性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
人
は
、「
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
優
遇
さ

れ
て
い
る
」を
合
わ
せ
て
81
・
０
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
夫
は
仕
事
、妻
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
反

対
が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
に
お
け
る
家

事
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
食

事
の
支
度
や
後
片
づ
け
、
掃
除
な

ど
妻
が
家
事
を
担
っ
て
お
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
男
女
平
等
を
実

感
し
て
い
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
少

な
い
状
況
で
す
。

　

社
会
や
暮
ら
し
の
中
で
長
い
時

間
を
か
け
て
作
ら
れ
て
き
た
性
別

役
割
分
担
意
識
は
家
庭
・
職
場
・

地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
み

ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
…

○
女
性
が
家
事
を
や
る
の
は
当
た

り
ま
え
だ

○
子
育
て
は
女
性
の
役
目

○
女
性
に
大
き
な
仕
事
は
任
せ
ら

れ
な
い

○
職
場
で
お
茶
く
み
な
ど
雑
用
は

女
性
が
す
る
も
の

○
仕
事
上
の
責
任
を
女
性
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
逃
れ
て
い
る

○
男
性
は
外
回
り
を
す
る
も
の

○
町
内
会
や
子
ど
も
会
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

会
長
に
は
男
性
が
な
っ
た
ほ
う
が

よ
い
、
な
ど
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
、
性
別
に
よ
る
役
割

分
担
や
慣
行
を
見
直
し
、
誰
も
が

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
お
互
い

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
暮
ら
し

や
す
く
住
み
や
す
い
環
境
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消

慣
行
の
見
直
し

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

　

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

☎
㉒
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

性
別
や
習
慣
で
役
割
を
決
め

て
い
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
輪

場
で
、
自
転
車
の
前
か
ご
か
ら
。

中
学
生
や
高
校
生
の
バ
ッ
グ
な
ど

を
盗
む
車
上
ね
ら
い
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

「
ほ
ん
の
少
し
の
間
だ
か
ら
大
丈

夫
」

「
金
目
の
も
の
は
入
っ
て
い
な
い

か
ら
大
丈
夫
」

な
ど
油
断
し
て
、
前
か
ご
に
荷
物

を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
自
転
車
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
荷
物
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

車
上
ね
ら
い
に

気
を
つ
け
よ
う
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

8
月 2件

累
計 14件

救急出動

8
月124件

累
計1080件平成20年10月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　45,745人　 （－20）

　男　　21,714人　 （－20）

　女　　24,031人　 （　  0）

世帯数　17,224世帯 （＋28）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,889人　男 5,236人　女 7,653人

377人 （＋12）

67人 （＋  4）

310人 （＋  8）

349世帯 （＋10）

〈人  権  相  談〉
11月13日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
11月18日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
12月  4日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
12月  4日㈭ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室

〈行  政  相  談〉
11月13日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
12月  1日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
12月  2日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
12月11日㈭   9：00～12：00 市役所1階相談室
12月18日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
〈司法書士会による無料法律相談〉

11月21日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
12月19日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室

国
民
健
康
保
険
税　

第
５
期

固
定
資
産
税　
　
　

第
３
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
３
期

納
期
限　

 　

    

12
月
1
日
㈪

今
月
の
納
税
・
保
険
料

　文化庁の「文化的景観」重要地域にも選定
されている高開地区において、第11回石積
みライトアップを開催します。
　光の演出によって美郷の冬空に浮かび上が
る、優美で幻想的な石積みをどうぞお楽しみ
ください。

■と　き　12月20日（土）・21日（日）午後5時～9時
■ところ　美郷字大神

※会場には駐車スペースがありませんので、車は美郷ほたる
館の駐車場をご利用ください。ほたる館から会場までは送
迎車（無料）が運行しています。〈送迎車運行時間＝午後5
時から、最終午後8時30分ほたる館出発〉

●問い合わせ●　美郷ほたる館　　43 2888

ホームページアドレス　http://www.tcu.or.jp/misato/hotaru/

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 11月 12月

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 12 19

麻名内科外科クリニック 26－0020 13 20

かなめ小児科内科クリニック 26－0310 14 25

さ く ら 診 療 所 42－5520 15 22

高橋皮膚科クリニック 24－5122 ⑯ 15

三木リハビリテーション病院 42－6616 17 24

岡田医院（川島） 25－3566 18 26

糸田川クリニック 24－7555 19 27

梶本胃腸科内科 24－2413 20 29

石 原 小 児 科 24－2388 21

和田耳鼻咽喉科 24－2566 22

工 藤 内 科 医 院 42－3113 ㉓
井 内 内 科 24－3070 ㉔ 17

糸 田 川 眼 科 24－2531 25

古本内科クリニック 24－7377 26 30

医　院　名 電話番号 11月 12月

美 摩 病 院 24－2957 27

後 藤 田 外 科 24－2720 28

渡 辺 医 院 24－7177 29

富 本 医 院 42－3123 ㉚ 18

四 宮 医 院 25－2016 1

松 永 医 院 42－2110 2

杉 山 医 院 25－2802 3

矢 田 医 院 25－2006 4

木村内科胃腸科 24－6413 5

谷 医 院 42－2353 6

島 野 外 科 内 科 25－3060 ⑦
筒井クリニック 24－3300 8

鈴木内科（敷地） 24－5880 9

阿 部 整 形 外 科 24－4880 10

鈴木内科（喜来） 24－3413 11

医　院　名 電話番号 11月 12月

岸 整 形 外 科 25－3133 12

鴨 島 病 院 24－6565 13

杏 和 医 院 22－0333 ⑭
工 藤 内 科 医 院 42－3113 16

中西内科クリニック 42－6755 ㉑
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉓
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉘
石原内科循環器科 24－2536 ㉛

日曜日の9時～18時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　     ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

小児救急医療体制 

休日･夜間在宅当番医表

11・12月


